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膳蕊蕊蕊覇

環境教育の周辺から

平成元年3月に改訂された学習指導要領の大き

な特色は、時代の要請に応じて地球環境の保全を

進めるために、環境教育の充実を図った点にあ

る。

文部省は環境教育の推進に資するために“環境

教育指導資料”を作成、平成3年6月には中学

校・高等学校編を、次いで平成4年7月には小学

校編をそれぞれの学校に配布したが、新指導要領

の実施が、小学校では平成4年度（中学校同5

年，高校同6年）という点からすると、その順序

が逆だという感じは否めない。

ところで、新指導要領の実施に入った後に、本

資料に接した小学校現場では、初年度における影

響はあまり無かったようで、今後の動きが注目さ

れるところである。

一方、日本環境教育学会をはじめとする多数の

論説も、それぞれ文部省の指導資料に近いものが

多く、問題は学校の現場がどうこれにこたえるか

にかかっている。

なお数ある論説のなかでの異色論“大人の身勝

手さを押しつける環境教育”（滋賀大学教授鈴

木紀雄氏論）を紹介することとするが、その言わ

んとするところは次の通りである。

最近「地球にやさしい」「地球サミット」など

一連の用語が不用意に使われているが「環境教

育」もこれに近い。

今、主流になっている環境教育は、地球環境や

都市・生活型公害を取り上げながら、幼児から地

球環境にやさしい行動を身につけさせることを目

指しているが、この背景には住民は日常生活の中

で、環境を悪化させる加害者だという考えがある

ようだ。

地球環境や地域環境に関する知識や認識を高め

ていくことに重点をおいた環境教育もある。

また、自然に親しむ機会を多くしながら、子供

たちの自然に対する認識、愛情、感性を高めさせ

ようとする考え方もある。

これらはいずれも重要で必要なことではある

－3‐

会長江袋島吉

が、これだけでは単なる「しつけ」の問題であ

り、理科教育、自然教育の段階に終ってしまう可

能性が強い。

環境教育というからには、深刻な環境問題をも

たらした根本的な原因がどこにあるのかが問われ

なければならない。そのためには、個別教科の寄

せ集めではなく、総合的な視点に立った教科が新

たに必要であろう。

人工合成化学物質が次々と開発され、多量にそ

れを売り込む化学工業的社会の中で、有害物質に

よる健康被害や環境汚染を招いた。また、生態系

を無視した開発工事によって、自然を次々と人工

的環境に置き換えていく土木工学的社会の中で、

環境の劣化、生物種の絶滅などを招いた。

こうした現代の工学的社会は、利益中心の大量

生産・大量消費を基盤にした高度経済活動と結び

ついて発達してきた。この結果、多様で解決困難

な環境問題を引き起こし、人間社会にも大きなゆ

がみを与えた。

子供たちはこうした社会環境の中で、幼少の時

からこれに適応できるような価値観を植えつけら

れ、これを強いられてきた。子供たちは加害者で

はなく、むしろ被害者だと言えそうだ。もし、環

境問題を起こさない社会的環境が用意されれば、

子供たちはほっておいてもよく育つ。

そうなると「環境教育」は子供よりも我々大

人、とりわけ政治家、企業家、行政マン、科学技

術者などに向けられなければならないかもしれな

い◎

それでも子供に対して「環境教育」が必要だと

いうことは、大人に見切りをつけた結果なのかも

しれない。もっとも子供たちは大人の身勝手だと

怒るかも知れないが。こんなわけで環境教育とい

う言葉は、不用意に使わないようにと自戒してい

る。

以上、ややもすると上滑りに陥りがちな、現場

教師に対する矢の声にも等しい直言である。
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熊本市愛鳥教育のおいたちと活動

熊本県熊本市立京陵中学校教諭田中忠

熊本市が全市を対象として愛鳥教育に取り組み

始めたのは、1981年(S56)からである。当時、教

師になりたての私は、指導主事から協力を要請さ

れ、手探り状態で出発した。

初年度は、小学生上学年を対象とした1泊研修

観察会を金峰山において春に実施し、秋は水鳥探

鳥会を行った。翌57年からは、小・中学校の教師

を対象とした愛鳥教育指導者養成講習会を年に2

回開催。各校代表の児童と先生方の研修が別々に

展開された。その指導に当たったのは日本野鳥の

会熊本県支部であるが、私が会の事務局を担当し

ていたこともあり、若者を中心に毎週、「金曜

会」を開いて計画運営を行っていた。

その後、児童対象の研修は3年目を最後に打ち

切りとなった。しかし、先生方の研修は今年で11

年目を迎え、「愛鳥教育研修会」と改名されて市

教育委員会の主催で実施されている。

また、それと並行して、年間10校程度が愛鳥教

育推進校に指定され、各校の設備充実や研修会な

どが行われている。おかげで公務分掌への位置づ

けも、小学校では1伽％、中学生を含めても83.3％

（平成元年調べ）となっている。

しかし、担当教師となると、l～2年で代わる

ケースが多く、年に2回の研修ではなかなか定着

するまでに至らない。

そこで、教師間の横のつながりを強めることを

ねらい、昭和63年に「熊本市愛鳥教育研究会」の

発足をよびかけた。初年度の会員数は38名であっ

たが、5年目の今年は81名にまで増加している。

では、ここで会の活動状況を紹介したい。

Ⅲ各校への普及広報

Ⅳ､教材の開発及び研究

V.授業研究

Ⅵ､親睦交流活動

3.活動日

室内研修は、原則として土曜日午後2時からと

し、必要に応じて変更する。野外研修は、日祭日

を基本とし、必要に応じて変更する。

4．係

事務連絡・普及広報・会誌・物品管理・会計

5.年間計画（平成4年度の例）

1．目的

愛鳥教育や自然教育に関する基礎知識の学習を

始め、教材の開発や授業研究に努め、児童生徒の

豊かな心の教育を推進する。

2.活動内容

I.フィールドでの探鳥会

Ⅱ､野鳥についての基礎学習

-4－

月 ［ 活動内容 担当

ｊ
ｐ
ｒ
■
Ｉ

１
０ 会員募集 田ヰ

I 愛鳥教育研修会（南阿蘇I

（ 別 室内研修I京陵中学校I 田ヰ

会員名簿作I 田ヰ

』

5 探鳥会I水前寺公園 橋本

25・

2（
親睦探烏会Ⅱ（産山） 森圧

8 自主研修 各佳

9 6 探烏会Ⅲ（立田山） 緒方

2〔 探烏会Ⅳ（白川河口） 園日

1（ 11 探烏会V(鞍岳） 田ヰ

24 室内研修Ⅱ（鳥の笛作り） 前任

1： 浬 探烏会Ⅵ（金蜂山） 松本

野鳥カレンダー作製 田ヰ

1： 22 親睦探鳥会Ⅶ（上江津湖） 坂勢

］
愛鳥教育研修会（鳥獣保護セ

ンター）

2 21 採烏会Ⅷ（西里） 松任

3 6 室内研修Ⅲ（野鳥講座I) 田中

まとめ・会誌作製



6．活動の実際

活動日は月に1回程度で、本年も野外観察を中

心としている。その理由は、まず会員自身が楽し

み、その素晴らしさを児童・生徒にも味わわせた

いという意欲につなげたいからである。探烏会は

主に日曜日に開催しているが、全会員が一同に会

することはない。それぞれに部活動などで』忙しい

ため、毎回10名～20名程度が集まり、研修を深め

ている。

また、室内研修は、児童・生徒とすぐ、に取り組

める制作活動を主とし、これまでにブローチづく

りや野鳥模型、モビール、笛づくりなどを実施し

た。さっそく学級やクラブ活動等で取り組んでい

る学校もある。

愛鳥教育No.431993.7

会員相互の交流をより深めるために、夏は阿蘇

へ出かけての宿泊探烏会を実施。冬は午前に江津

湖で探烏した後、冷えきった体を熱哨であたため

ながらの忘年会を兼ねた昼食会を開催することが

恒例行事となりつつある。

このように、和気あいあいと楽しい雰囲気での

研究会活動であるが、会員の中に校内研修会など

の講師として活動していただける先生が4～5名

生まれたことは喜ばしい限りである。

環境保全の重要性がさけばれ、環境教育として

の愛鳥教育が必要であるからこそ、これからもよ

り多くの学校で本教育が展開される助けとなれる

よう、さらに仲間を増やし互いに研讃しながら会

が発展していくよう努力したいと考えている。

｢ササゴイのまき餌漁」探烏会

平成4.7.5水前寺公園にて

蕊熊綿塞駕譜熊会
－5＝
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動

熊本県熊本市立向山小学校森田真由美

愛鳥教育という考え方に初めて深くふれたのは

西小学校に赴任した時でした。ここで、探鳥会・

巣箱作り・愛鳥カービング・野鳥バッチ作り・冬

場の給餌活動などを行いました。何もかも初めて

の経験で、野鳥の図鑑調べさえ子どもに教えても

らう状態でした。その日々の中で、野鳥を通し

て、自分の回りの環境や生命、生態系にも目が向

くようになりました。

その後、向山小学校に転勤になり、今まで学ん

で来たものをここの子どもたちにも知ってもらい

たいと思うようになりました。4年生を受け持っ

て、まず初めに話したのは、カラスの話でした。

「みんなが、カラスと呼んでいる鳥には、いくつ

かの種類があります。普段は、2種類のカラスを

合わせてカラスと言っていますよ。」

初めて知ったハシプトガラスとハシボソガラス

の名前は、身近な野鳥に興味を持つ第一歩となり

ました。これは家庭の中でも話題になったよう

で、それから窓の外や空を見る機会が増えたとい

う保護者の声を耳にしました。

以下、子どもたちと行った愛鳥活動を紹介させ

ていただきます。

1．校内探鳥会

向山小学校は、熊本市街を流れる白川のすぐ近

くにあります。校庭には、クスノキ、イチョウな

どの大木が何本も生え、市の中心部とは思えない

ほど恵まれた環境にあります。

ここに、何種類もの野鳥がやってきます。朝や

夕方などのちょっとした時間に校庭を回り、そこ

に来ている野鳥について説明します。

スズメ、ヒヨドリ、キジバト、メジロ、ハクセ

キレイ、ツグミ、ヒレンジャク、イカル、シメ等

が見られました。

2．中庭の探鳥活動

向山小学校は、北と南の校舎の間に中庭があり

ます。そこには、噴水のあるハス池とボケやサク

ラのしげみがあり、よく野鳥が来ます。どの教室

-6－

からも見えるのですが、今までそれに気づいてい

る子はいなかったようです。休み時間などに、教

室の窓から見える木の枝に来ている烏を教える

と、とても興味を持って観察するようになりまし

た。

教室の後ろに望遠鏡をすえました。自分たちで

鳥を見つけて、教え合うようになりました。ヒヨ

ドリやキジバトが、噴水のぞうの鼻の部分にと

まって、水を飲んだり池で水浴びをしたりするの

に気づきました。今までもきっと、同じことをし

ていたでしょうに、気づかなかった自分たちに驚

いてしまいました。

3.紙粘土での鳥つくり

烏に親しむ活動の一つとして、紙粘土を使って

の自分のお気に入りの鳥つくりをしました。短く

切った割箸を芯に、針金で足をつくり、紙粘土で

体をつくります。乾かして、絵の具で色を付け、

ニスを塗って出来上がりです。

せんていで切り払われた枝に、みんながつくっ

た鳥をつけて飾りました。あきカンを芯にして

作った子もいました。

4．愛鳥カルタつくり

野鳥に親しみ身近に感じるには、まず、その鳥

についてよく知ることが早道です。図鑑で調べた

鳥について、色や形やしぐさや鳴き声についての

特徴を入れた読み札を書きます。特徴のよくあら

われた絵札を描きます。みんなのカルタを合わせ

てカルタ大会をします。知らず知らずのうちに、

いろいろな野鳥の特徴を覚えることができます。

5．自然観察活動

校庭のどの木にどんな鳥が来たのかを調べて、

校庭地図に書き込みます。これで、よく見かける

鳥と、どんな鳥がどんな所に来るのかが分かって

きました。また、版画板に鳥の絵と特徴を書き込

んで､よく見かける木にぶら下げていきました。

他の学年や先生方にも好評でした。みかんの輪切



りを木にさして冬場の給餌をし、そこへ来る野鳥

の観察をしています。

子どもたちは、いろいろなことを吸収するのが

とても速いです。校庭に来た烏を教えてくれるよ

うになりました。ヒレンジャク、コゲラ、キセキ

レイなど、見近にたくさんの種類の烏たちがいる

ことに気づいていってくれています。

学校から歩いて5分ほどの白川の川原で、5種

灘

望遠鏡で中庭を観察中

#蕊罵鴬謹潔裁難き蕊息蕊蕊タ

-7-
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類ほどのカモとハクセキレイ等の水辺の烏が見ら

れます。これも近ごろ知ったことです。今まで何

年も暮らしていて気づかなかったことに気づく喜

びを知ったようです。

そして、烏たちのことを知ることによって、彼

らを取りまく環境についても考えるようになって

きたと思います。これからも自然と鳥たちとの関

わりについて学び、親しむ活動を続けていきたい

と思います。

学級の歌「烏は友達」

松尾西小

教職員一同作詞

神瀬克己作曲

紙粘土で作った烏たち



愛鳥教育No.431993.7

さぁいらっしゃい。愛鳥ブローチの実演販売！

熊本県熊本市立尾ノ上小学校坂梨一也

本校の愛鳥クラブは女子13名、男子2名の合計

15名で発足した。どの子も「愛鳥」という言葉に

は興味をもっての参加ではあったが、自分たちが

そのなかでどんなことをすればいいのかという意

欲をもっての参加ではなかったようだ。最初の計

画の話し合いのときも、私からの説明をただだ

まって聞くだけの活動が多かった。

早速、探鳥会をした。双眼鏡の使い方から始

まって、校庭に来る烏を見たが、スズメ、カラス

（ハシプト・ハシポソ）、ヒヨドリが見られた。

どの烏も普段見慣れているとあって、児童にはあ

まり大きな感動はなかったようだ。なかでもモズ

が電線で高鳴きをしていたときだけは声を出して

興味を持って見ていた。

このような活動から始まったクラブ活動を、何

とか自分たちでやるという意欲をもっての活動に

変えたいと考えていた。

2学期になって最初の計画で、児童から校庭に

多くの珍しい烏を呼びたいという願いが出た。そ

れには餌付けが必要であり、また実のなる木も欲

しいということになった。そのためにはお金がい

るが､クラブ活動の予算は限られているので、

「自分たちでお金を手に入れる活動を考えよう」

ということに発展した。初めて、児童が自分たち

の活動の目的意識を持ち始めたようだ。

11月にPTAのバザーがあるので、そのときに

小鳥のブローチ販売をしようということになっ

た。1学期に小鳥のブローチの作り方の指導はし

ていた。そのとき私の予想以上にどの子もていね

いに仕上げて、自分で使う分以外を先生方に買っ

ていただき、それを資金に、迷って巣から落ちた

ツバメの幼鳥を育てた経験をしていた。

一応作品50個を目標に作ることにした。まず、

自分が作りたい小鳥のシルエットをベニヤ板に

カーボン紙で写し取り、それを私が糸鋸で切り

取った。まわりを紙ヤスリでなめらかにした。最
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後に図鑑を見て色つけである。

こう書くと簡単なようであるが、どの子も自分

の作品を買ってもらうということで、すごく緊張

して作っていたようである。おかげで、すばらし

い作品ばかりであった。私が不在のクラブ活動の

ときも、自分たちだけで熱心に作品を作ってい

た。自分たちの目的意識をもっての活動ができた

ことに全員大きな満足を感じていたようだ。

いよいよ、バザーの当日である。どの子も少し

緊張してお店に並んでいた。特にクラブ長の男子

は自分の役割をよく考えて早くから来ていた。

「売れるかなあ」と心配する声も聞こえた。

バザー開始と同時に50個の作品はあっという間

に売り切れてしまった。お母さん方より、子供た

ちに人気があった。どの子も「かわいい」といっ

てくれた。販売をしていた児童も満足そうであっ

た。売り切れてしまっても、お母さん方を中心に

「もうないの」と作品を希望する声が聞こえたの

で、臨時ではあったが急きょ実演販売をすること

にした。クラブ員の児童が描いたシルエットを私

が切り抜いて、後のヤスリや色つけは買った人が

するということにした。ただ作品を買うことよ

り、この方がおもしろいらしく、また尾客さんが

増えた。どの人も熱心に図鑑をみて色つけをして

いた。

最後には、合計68個のブローチが売れていた。

どの子も自分がやったことに満足の顔であった。

今回の取り組みは、愛鳥活動とは少し違ったも

のかもしれない。自分たちの作品がお金になると

いう目的意識は、本来の愛鳥活動とは違うもので

ある。しかし、このお金で鳥の餌を買い、実のな

る木を植えることで、児童自らが自分たちででき

る自然を守る活動についての意欲づけにはなって

くれるのではないかと感じている。今からは本来

の愛鳥活動への児童のより積極的な活動ができる

ことを期待している。
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愛鳥活動を振り返って

私は元愛知県蒲郡市立形原北小学校で愛鳥活動

を子供と共に進めてきた者で、今は形原北小学校

の親子探鳥会に招かれてお手伝いをしています。
その親子探鳥会について実践してきたことを振り

返り、今の考えを述べてみたいと思います。

形原北小学校が愛鳥活動を始めたのは、昭和53

年でした。その当時は児童だけによる参加でした

が、昭和54年よりPTA活動の一つとして、日曜

日に行う「親子探鳥会」を計画しました。「広げ

よう愛鳥の輪を」をスローガンに、学区の皆さん
にも愛鳥活動に関心をもっていただこうと考え、

各学年毎に年1回実施することにしました。探鳥
コースとしては、学校周辺を中心に、学区の中で

次の五つのコースを考えました。

1.中ノ川コース（コサギ、ノビタキ、シギ、カ
モ、カモメなど）

2.岩上山コース（モズ、カワラヒワ、シジュウ

カラ、メジロなど）

3.補陀寺コース（ヒヨドリ、ムクドリ、カワセ

ミ、カイツブリなど）

4．羽栗池コース（カワセミ、カイツブリ、スズ

メ、ムクドリなど）

5.こどもの国コース（ヒヨドリ、コゲラ、カケ

ス、ジョウビタキなど）

そして、できるだけこの五つのコースを6年間

のうちにいずれかの季節で体験できるよう考えて
みました。この五つのコースで、野の鳥、山の

鳥、水辺の鳥、海の鳥が一応見られ、野鳥観察に
はとてもよい手頃のコースだと思っています。ま

た、これらのコースは、冬を除いて四季折々 の草
花や木の花などが観察でき、野鳥ばかりでなく植
物の四季の変化も見られます。そのため、探鳥会
の資料にも、それぞれのコースで見られる野鳥ば
かりでなく植物名も入れ、探鳥会の終わりの鳥合
わせの後に植物のまとめもしてきました。

このことは、野鳥と植物との関係（食べ物のつ

ながり）を知ってもらい、ひいては自然界での動

物と植物、人間とのつながりを理解し、自然保護
への関心を高めてもらえたらとの考えからでし

-9－

鈴木武一

た。

探鳥会を終えると、その時の感想を書いてもら

い学年通信やPTA新聞などに掲載し、少しでも

多くの人に関心を持ってもらおうと努力してきま
した。

また、探鳥会の当日が雨の場合は、室内で野鳥
や植物のスライドを見せて学習したり、この辺り

では見られない野鳥の生態や自然保護についての

VTRを見て興味や関心を高め、広い視野に立っ

ての愛鳥活動ができるよう心掛けてきました。特
にVTRでの学習には関心が高まり、効果が上が
りました。

このような「親子探鳥会」が、もう14年も続け
られています。この間、開発などによりコースの

変更もありましたが、中ノ川河口の養魚場には約
2万羽のカモたちが越冬するようになり、冬の探

鳥会を楽しくしてくれるようになりました。

このような活動を通して、今考えることは、学
校教育の中での愛鳥活動には限界があるというこ
とです。年間の親子探鳥会の回数をこれ以上増や
すということも難しい、となると、どうしても学
校教育の中ではクラブを中心とした活動だけで、
なかなか輪が広がっていかないように思います。
今、世界的に大きく自然保護が叫ばれている

時、21世紀を担っていく子供達に自然の大切さを

教えるためには、どうしても家庭を単位とした日
常の生活の中で教育されなければならないと思い
ます。となると、今の両親・大人達がより深く自
然保護に関心を持たなければならないのではない

でしょうか。それには、社会教育の場で、今叫ば
れている生涯教育の一つとして、こうした自然保
護の活動が盛んに行われることが望ましいように
思います。その手がかりとしての愛鳥教育の役割
も大きいのではないかと思われます。

今年度、蒲郡市の青年会議所が蒲郡野鳥マップ
を作り、小中学校や市民にも配布しました。これ
を機会に愛鳥活動への関心が高まることを願って
います。
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－今泉小学校の愛鳥活動と校庭環境整備一

埼玉県上尾市立今泉小学校菅間宏子

持っているのに大人の側がそれを封じ、応えよう

としなかったのです。生命存続の基盤である生活

環境がおかされている今こそ、自然界における人

間の位置を考え、共存するための環境教育の必要

性を感じました。ここから、今泉小学校の環境教

育への模索が始まりました。

今泉小学校は、上尾市の市街地から2kmほど離

れた住宅街にあります。6割の児童が公団住宅に

住んでいます。

学区内の自然環境としては、わずかな農地と雑

木林、そして、校庭に隣接して大手製薬会社の所

有する広い雑木林があります。この森は一般解放

はされていませんが、武蔵野の雑木林の本来の生

態系を持ち続けています。こんな環境ですから、

児童は日常的に自然に触れ合える状況にはありま

せん。

このような状況の本校の児童、教職員に自然に

目を向けるきっかけを作ってくれたのが1羽のカ

ワセミでした。平成2年1月8日午後4時ごろ、

きれいな鳥が教職員室に持ちこまれました。カワ

セミだったのです。
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自然クラブの設立

児童の自然への関心の高まりを受けて、平成2

年4月に設立しました。カワセミが存在する自然

環境に目を向け、自分たちが自然に生かされてい

る事を意識してほしいということから、こう名付

けました。大量生産大量消費の社会に生まれ育っ

た子供達に、ほんの少し前まで人間は今より自然

と共に生きていたことを知ってほしいという願い

もあります。埼玉県生態系保護協会の_上尾支部長の小川早枝

子さんに保護をお願いし、自然に戻るまで様々な

事を教えていただきました。一番近いカワセミの

生息地の丸山公園から2kmも離れているのに、自

分達の学校まで飛んできたということ。生の小魚

でなくては食べず、丸山公園まで何回も魚取りに

いき、児童は公園の池には色々な魚がいることを

知りました。その子魚を小さなカワセミが毎日70

～80匹も食べるといったことなど、驚くことばか

りでした。

今の子は士を触りたがらず、犬猫には興味を

もっても野生の動植物には関心が無いのではと

思っていました。しかし、カワセミとの関わりか

ら、そんな思いは教師の勝手な思い込みであり、

怠,慢であることを痛感しました。児童は興味を

主な活動

・朝の観察会月2回、午前7時半～8時10分

校庭

鳥の観察数平成2年31種

平成3年34種

平成4年38種

．ふれあいサンクチュアリの観察・整備

・観察池の観察・整備

・よしずつくり

今泉小学校では、児童がまず良好な自然とはど

んなものかを知り、触れ合うことができるように

することから環境教育に取り組みました。
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1．校庭のビオトープ化

除草剤の使用を取りやめ、除草を控える等。

これだけでも多くの昆虫が繁殖を始め校庭で虫

とりが楽しめます。

2.観察池の活用

水生植物の植栽、メダカの放流。水生昆虫・

メダカ・おたまじゃくし等が小規模ながら生態

系を形成しています。児童の貴重な水遊び場と

もなっています。

3．堆肥作り

落ち葉をためる枠を校庭に5ヶ所設置。カブ

トムシの幼虫やミミズ等が繁殖し、児童はいろ

いろ楽しんでいます。堆肥はアサガオ等の栽培

や学級園に利用しています。

4．朝の観察会

毎月第1．3土曜日、午前7時半より約1時

間、自由参加、主に野鳥の観察。埼玉県生態系

保護協会の方の協力をえています。

－11‐
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5．自然についての講話

児童朝会で12月、身近な自然について。

6．大正製薬の森での全校バードウォッチング

大正製薬のご理解をいただき、1991年から実

施。12月、lクラスずつ、理科・生活科・特

活。足元のふかふかの士、たくさんの落ち葉、

多くの野鳥たち。児童は楽しみにしています。

7．ふれあいサンクチュアリの整備

埼玉県の事業、1992年6月完成。8月、すで

にかなりの動植物が見られました。

8.餌台・巣箱の作成設置

9．その他

休日などには自然保護団体主催の観察会など

への参加を、児童・父母に呼び掛けています。

今後の課題

校庭により多くの虫や烏を呼び寄せ、整備する

ことが求められています。

本校は、開校以来地域の人々の協力もあり、170

種余りの樹木が植えられています。生活科のなか

での虫とりも、校庭の草地が一番多く捕れます。

これは、校外に自然が減少している事でもあり、

校庭のビオトープ化の重要性が増していることに

なります。また、地域の拠点である学校のビオ

トープ化は地域への波及効果が大きいのではない

かと思います。
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二子玉川小学校は、昭和52年3月14日、愛鳥モ

デル校に指定されてから活動内容が多様化し、全

校で取り組むことも増えました。現在、毎年継続

して取り組んでいる主な活動は次の通りです。

・愛鳥ポスター（全校で展覧会を行い、主に5年

生から数点を原画コンクールに出していま

す。）

・巣箱作り（4年生が作ります。世田谷区の水と

みどりの課が材料を配布してくれます。巣箱展

にも出品しています。）

・ことりの文集

・春～夏の烏の学習、冬鳥の学習、実のなる木と

それを食べる小鳥の学習

・クラブ活動、委員会活動（野鳥園の世話、集

会、ペンダント作りなど）

・ツバメの観察

・探烏会（夏休み早朝ファミリー探烏会、職員探

烏会も毎年実施しています。）

1．探鳥会

世田谷区の愛鳥モデル校の中でも恵まれている

のは多摩川に歩いて15分程で行けるということで

しょう。その利点を生かして、二子玉川小学校で

は、よく多摩川に探鳥会に行きます。

野鳥クラブでもよく行きます。短時間ですが、

30分もあれば結構見られ、カルガモの親子の姿を

発見したり、カワウが羽を広げて干している姿が

見られたりしたことがあります。

東京都世田谷区立二子玉川小学校
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冬鳥の観察では、各学年2時間ぐらい割り当て

て探烏会を行い、その記録を主にことり文集にの

せています。パンのみみを持って行ったりする

と、ユリカモメの大群と出会えたりして、子ども

達は大喜びです。ウミネコ、セグロカモメが混

ざっていることもあります◎しかし、近年、その

数も種類も減少しているのが気がかりです。

夏休みには、朝6時集合で早朝ファミリー探烏

会を実施しています。一家そろって参加する家族

も多く、好評です。毎年参加してくる人もいま

す。夏の朝でも結構たくさん見られます。カルガ

モの親子、キジの夫婦、ハクセキレイ、コサギな

ど。カワセミが見られた年もありました。

2ツバメの観察

学校のそばの商店街にツバメの営巣状況を観察

しに行きます。商店の皆さんが、とても協力して

〈ださり、大事にかこいをして見守りながら、子

ども達が見に来るのを楽しみに待っていてくださ

います。ところが近年、「残念だけど今年は巣を

作らなかったのよ・カラスのせいかしら。」など

という声も聞かれる程、巣の数もツバメの数も減

少しています。それにしてもかわいいツバメのヒ

ナたちの大きな口が並んでいる姿を見るのは、子

ども達は大好きです。

3．ことり文集

多摩川へ冬鳥の探烏会に行った時に見た鳥の様

子や思ったこと、川を見て考えたこと、自宅の庭
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世田谷区立二子玉川小学校

今年見つけたツパメのす（平成3年》
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やベランダにえさを食べにくる小鳥たちのこと、

駅に巣を作ったツバメのことなど、題材は様々で

す。今は年1回発行で、今年28号を出します。ク

ラス4ページほどの割り当てですので、全員はの

せられませんが、卒業するまでにはどの子も1回

はのります。クラス1点「ことり文学賞」が与え

られ、賞状とペンダント（委員会作成）がもらえ

ます。表紙の絵やカットなども子どもの絵です。

環境問題を扱ったり、カラスを弁護する文を書い

たりする子もいます。

おわりに

毎年4年生が作る巣箱がマンションのベランダ

に見られることがあります。そしてヒナが入った

と報告に来る子もいます。愛鳥活動は、毎年くり

返しでマンネリ化しそうですが、子どもは入れか

わるので一人の子にとっては新鮮です。少しずつ

の積み重ねで、卒業してからも烏に興味をもち環

境問題を考える人たちに育ってくれたら…その

きっかけにでもなれば良いと思っています。
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一身近な自然を活かした環境教育一
カリタス女子中学高等学校片岡久美子

はじめに

本校は、神奈川県川崎市にある私立の女子校

で、1学年4クラス、6学年で約1000名の生徒が

在籍しています。創立は昭和36年で、まだ30年あ

まりしかたっていない新しい学校です。

川崎市というと公害のイメージが大きいと思い

ますが、本校の位置する川崎市北部は、多摩川梨

の産地として有名で、梨畑や田んぼ、多摩川河川

敷などの2次的自然がまだ見られるところです。

このような環境の中にあって、本校では、都心に

近くありながら比較的のんびりした雰囲気の中

で、カトリックの倫理感に基づく人間形成を軸

に、外国語教育や理科教育などに力を入れた教育

が行われています。

本校では、6年一貫の教育が行われ、高校1年

時からは大学進学に合わせたコース別の指導が行

われています。では、受験勉強一辺倒なのかとい

うとそういう訳ではなく、理科教育の中では実験

や観察が十分に行えるよう考慮されています。特

に中学校では、身近な自然に触れる機会を多くと

るようにしています。中学1年では校内の自然、

中学2年では多摩川の自然、中学3年では生田緑

地の自然を中心に、授業に野外学習を取り入れて

います。また、中学では無理なく理科に親しめる

よう、教科で発行している教科通信（カエル通

信）が、月3回程度配られます。また、全校生を

対象に研修会も行われています。平成4年度は、

箱根明星中学校教諭（神奈川県愛鳥教育検討会副

会長）室伏友三先生に烏の剥製の作り方を教えて

いただきました。

本校の生徒達は、約半数が付属の小学校から、

あとは外部からの受験により入学してきます。こ

のような生徒達は、知識としてはいろいろなこと

を知っているのですが、実物を見たことがなかっ

たり、直接生物にさわるのをいやがったりする者

も多くいます。ですから、なるべく理科に興味関

心を抱かせるような工夫が各教師により実践され

ています。
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本校は、多摩川の河川敷から歩いて7～8分の

ところにあります。中学2年では、この多摩川を

年間を通しての環境教育の場として観察をしまし

た。自然というのは、今更言うまでもなく、あら

ゆるものが食物連鎖などを通してつながっていま

す。そこで川を仲立ちにした生産者・分解者・消

費者の関係を無理なく実感できるよう、各学期の

はじめに多摩川の自然観察を行いました。1学期

は、土手に咲く花の観察としおり作り、2学期

は、水棲昆虫の採集と観察、水棲昆虫による水質

調査、3学期は、バードウォッチングとカモのぬ

り絵を行いました。

鴎､.鷺謡等
b里一四－』』画一

多摩川には、野鳥の種類も多く、本校の生物ク

ラブが確認しただけでも40種以上が見られますか

ら、バードウオッチングだけでも十分に得るもの

は多いのですが、やはり生徒達には烏だけを意識

させるのでなく、自然界のつながりの中での烏を

認識して欲しいと考え、指導計画を立てました。

例えば、「トビがいる」といった場合、猛禽類

だ、すごいなあ、というだけでなく、高次消費者

としてのトビに考えを及ばせ、生産者の存在にま

でさかのぼってトビを見ることができるとした

ら、自然感も自ずと変わってくるのではないで

しょうか。このことは、ながい目で見れば環境教

育に他ならないと思います。

環境教育というと何か特別のことを行っている

ように思われるかもしれませんが、環境教育の第
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21a焔.'年中で職が融赫ﾙ崎期に入る．

鰯競撚蕪
金星'ま半月影をしTいる。

一歩は、身近な自然を感じることができるという

ことだと考えています。現に中学2年生が1年間

の観察を終えた後の感想の中には、多摩川にこん

なにも生き物が生活しているとは思わなかったと

いうものも多く見られます。

教科を中心としたもの以外では、学年としてロ

ングホームルームを利用した多摩川クリーン作戦

を行っています。これは、年間を通して多摩川の

観察を行った後に、生き物たちの生活の場所であ

る多摩川の環境整備を目的に3学期に行っていま

す。掃除にあたっては、カモ等冬鳥が多く飛来し

ている時期なので、大声を出さないよう、脅かさ

ないよう指導しています。今年度は、建設省京浜

工事事務所から生徒たちにゴミ袋やシャープペン

シル等が届けられ、また例年ゴミ収集にあたって

は多摩清掃局の方のお世話になっています。

まとめ

身近な自然「多摩川」をフィールドに、鳥を頂

点とした食物連鎖の中での自然について総合的に

学習を行っていますが、生徒達が烏を鳥としてだ

けではなく、自然界の一員として認識していける

ような指導をしていきたいと考えています。
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か-ﾝ〃世界帥うて､,カエⅣが，
急激な減少
激減Lに”!ま弗国(じくに砿ﾉ、
カナダ．.,．↓上.奴‘中欧のカエル.オーストラ

Iノア.コスタリカのヒキか､エル。埼小に

Xキシコ幻サンラョウオなど､。昂し－7

W隼のカエル｡減'ｹの原因ははう壬､）
I*い､篭外瀧'ﾌ増力a.St.姓南,農薬，
ウイルス‘異常気象,競争相手,ﾌ出現

なと",!､ろ!､ろ鈴じり氷て1才!､るが…．

世界に'沙わかつ7，､ろもの鱈$すで約

ヲ800種熱(9方に'ずヲ9糖類ﾉのカエル

か､いろ.今の群だと,このうち雄な

いし焔が今後”年間!=絶滅するとが今後”年間に絶滅すると推定士*.ろ.=立王上鰹
寵の屡餐色告 退出して,、 程.－と強調

丁ろ生物競若だちも↓､る‘

第z7画芦ﾉ湖にカモ念だす･わる曇
閲l月引ロ(ﾛ)い”轡付・iO:30全航

雨叉の繭はz月マ日（8）

鶏替観媛霜船協)態
かｲド、種伏友三先生ぼゃ(Iﾕ月仁かI奴で厨伸
会の穐飾をLで下さったき）

状物ﾉー ﾄ.双駆機存じ､前諏具(雑.<ﾜぅ‐)南乳
会を夫人ぢ°･円（,卜.中等生はZoo同）
G雀材は.当日軍令鶴所さ府!､ます･

*61l1クリーン側
日時：1月25日（月）雨天の堀合は2月8日（月）に廷期
目的：生き物たちの生活の場である多摩川の環境聖偏
空き缶．空き瓶．ごみなどを拾う

集合：体操畷に着替えて3：OOに体育館前に集合
各クラス2列に並ぶ．集まったクラスより出発

喝所：〈るみ公団から河原におり．その地点から上河原堰堤（マ
ラソンUターン地点）の間

注愈：①野鳥をおどろかさない．大声をあげたり．石をなげたり
しない．

②一人では行動しない．

③決められた場所以外には行かない．

④ゴミは週路倒，ガソリンスタンド前の慣号撞横（地図C
のところ）に歴く･

⑤3240にくるみ公園に集合．揃ったクラスより鬼校．
⑤防寒やけが予防の為に．マフラーや軍手を用恵するとよ
い．
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里の、しあれ、、△ｌ釧辻Ⅸｒ

神奈川県秦野市立渋沢小学校野尻一郎

本校は、昭和59.60年度の2年間、神奈川県の委

託による「ふれあい教育実践校」として研究を

行った。そこで、自然や人とのふれあいを通して

自然のきまりや社会のきまりを学び、生命の尊

さ、生き物への親しみ思いやり、人々との連帯・

福祉の心を育む「心豊かな子の育成のあり方」に

ついて実践を重ねてきた。

本年度から、小学校において新学習指導要領が

完全実施となり、新教科である生活科も実施され

ることとなった。本校も、ふれあい教育の実践校

としての成果を引き継ぎ、新しい学習内容の実践

を目ざし、子供達の生活の場である学校、家庭、

地域社会との連携を図り、より豊かな環境づくり

に力を注いできた。その一端として挙げられるの

が学校PTA男子部会、地域住民の協力のもとに

開かれた「ふれあいの里」である。

4.ホタルの幼虫放流（津久井郡ホタル守る会、秦

野市ホタル守る会より贈られたもの）

5.れんげ草の種まき

6．どじょう放流とカワニナの養育

などであるが、どれも奉仕によるものである。ホ

タルの放流については、県内他地域の協力で活動

できたものもある。これらの施設・活動は、学習

活動を行う上で励みとなり、また誇りともなって

いる。

現在までの観察によると、コゲラ・アカゲラ・

アオゲラ・サンコウチョウ・キジバト・キジ等40

数種の野鳥の姿が認められている。

遊びが変化し、自然の中で、自然を相手にどろ

んこになって駆け回ったり、歓声をあげ楽しく活

動する経験も少なくなっていた子供達は、生活科

や理科で学習の場としてのふれあいの里を訪れ、

そこでいろいろな発見をして興味を持ち、友達や

家族で再び来て、自然や生き物に対する親しみを

深め、生き物の生態や生命の尊さを学んでいる。

気軽に自然と親しむことができるふれあいの里

は、十分に目的を果たしつつある。今後は、施設

や活動をより充実したものにしていきたいと思っ

ている。

ふれあいの里は、平成3年4月から平成4年2

月までかけてできた本校独自の学習園である。学

校より徒歩5分、小田急渋沢駅から1.2Km程離れた

渋沢丘陵のもとに開かれ、面積は、水田34m㎡、

山林12側㎡を含み、約1.5haある。

使用目的は、以下のとおりである。

1．1．2年の生活科をはじめ、3．4年の理科などの学

習教材園として活用する。

2.野鳥や昆虫などの観察の場として活用する。

3.巣箱をかけたりする愛鳥活動やホタルの幼虫の

放流活動を通して、自然保護の精神を培う場と

して活用する。

4.木や草など植物を覚えたり観察したりする場と

して活用する。

5.地域にも開き、自然と直接ふれあう場として活

用する。

地域の人々の協力で成ったこれまでの主な施

設・活動は、

1.コケラ・シジュウカラ用の巣箱架設（現在20

個、本年度は2月7日に実施。）

2.観察や休息の施設

3．ヒノキ林の木道18伽

恥蝋

、雪驚
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在職中(1990年3月定年退職）の科学クラブ活

動と野鳥とのつき合いを述べたいと思う。

本校（小樽市立潮見台中学校）の科学クラブの

活動は、小樽測候所より譲り受けた中古の百葉箱

で気象観測をしたり、理科室での化学．物理の実

験を主に細々と続けていたが、或る年の春、生徒

が屋内体育館の床に死んでいた見かけない烏を

拾って来た事がきっかけとなり、野鳥の観察が新

しい研究テーマにつけ加えられた。

屋体の煙突の穴からよく烏が飛び込み、出口を

求めて右往左往するうちにガラスにぶつかり、脳

震とうをおこしたり、生命を落したりする事はよ

くあった。この日のは一目で皆はツバメらしいと

判断したが、尾羽の先についた異様な針には驚い

た。図鑑で「ハリオアマツバメ」と確認したが、

同じツバメにも色々種類があり、調べてみるとお

もしろそうだと、野鳥観察の第一歩が始まった。

そのうちムクドリ、ツグミ、やっと判ったのがコ

ムクドリの早、と矢継早に飛び込んで来てくれ

た。しかしこれでは「待ちぼうけ」そのもので、

やはり生きて自由に飛び回っているものをしっか

り見てみたいと言う事で、年間予算の大半をつぎ

こんでプロミナーと双眼鏡を部費で購入、我等野

鳥探検隊よろしく学校の裏山へ出かけたが、余り

成果がなかった。

そこで、てっとり早く、小樽野鳥の会の探鳥会

に参加する事にした。5月の水源地はまさしく春

燭漫、日曜日であったが部員の大半が参加した。

探烏会の幹事も大張切りでバードウオッチングの

ABCから教えてくれた。やっと自分で視野にと

らえる事のできた自然の状態の野鳥を見て、子供

達は素直に感動を表に現した。同行の会員のおば

さん達もいつもと違うにぎやかな小さい仲間達に

目を細め、逆に昆虫等つかまえて見せてくれるの

で、すっかり気に入られてしまった。この様な大

人との交流は子供達にとっても新しい目を開かせ

た事になり、探鳥会への参加は一石二鳥どころで

はなかった。

夏は小樽市の烏に指定された「アオバト」を張
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清田吉晴

碓の浜に見に行った、通称くったら島と呼んでい

る周囲五メートル程の小さい岩にアオバトが群を

なして降り海水を飲むのだが、これを狙うハヤブ

サもあり、専門家も来るのでおもしろい場所だ。

しかし、海水浴客が岩の上で甲羅干しなどする

と、さすがアオバトは寄りつかない。ちょうどそ

の日、部分日食があり、プロミナーで画用紙に欠

けた太陽を投影させた。探烏と日食観測の同時進

行。海水浴客に汗だくになりながら説明している

得意気な彼等も一段とたくましく見えた。経費の

関係で遠出はできないが、それでもウトナイ湖や

宮島沼にも探烏会のバスに便乗させてもらい出か

けた。

3月、クラブのお別れ会も探烏会に参加し、余

市の浜辺でカモメの種類を識別しながら、おにぎ

りをほおばった。

子供達にとって、理科室での実験より野外に出

て大自然での観察（遊び）が何よりであった様に

思われる、今年の年賀状にも探烏会を知らせて欲

しいと書いて来ていた。残念ながら、高校生活で

はそのゆとりが仲々ないかもしれないが、近い将

来、大自然の恵みをゆったりと満喫できる日が

きっと来ると思う。その時、最初の野鳥との出合

いを思い起し、更に新しい感動を求めて、自然と

共に生きていく彼等であってほしいと思う。

－洋弓の矢がささったオナガガモの

TVを見ながら－

崖職
イソシギ

神奈川県秦野市立北小学校4年児童
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職蕊議溌窯孝争#夢も:心心0膳S

｢愛媛の野鳥観察ハンドブックはばたき」

愛媛新聞社,1992,2800円
常務理事平田寛重

日本野鳥の会愛媛県支部が編集にあたった写真

図鑑である。掲載種は愛媛県内で観察されたうち

の245種にのぼり、新書版383ページに盛り

だくさんの内容がぎっしり詰まった1冊である。

愛媛県の図鑑というローカルな印象を受ける

が、ページをめくると、写真、種の解説（見られ

る時期、県内の分布、生息環境、食性、鳴き声、

飛び立ち距離、体の測定値など）が図やイラスト

と共に分かりやすく構成されている。愛媛県人だ

けでなく、野鳥に関心のある人ならば、とても参

考になるデータが豊富に盛り込まれている。

その他に、愛媛の探鳥地案内、声の検索早見

表、俳句に登場する野鳥などの資料もある。中で

も、噂りと地鳴きの鳴き声や食性、生息環境がマ

ークと文字で解説してあるのが、野鳥を観察する

際に参考になる。また、掲載種のシルエットが原

寸大の薄い水色で表示されているのも、観察時に

は好都合である。

…韓･侭写,､了埋蕊錘錘:_蕊蕊錘下雑瀦騨--#鍵･騨馬:~藩…牙,,鑑:.-田『強韓懇

；職驚溌＃

…翌

鍛
諦
蕊

犀
〃

蕊
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｢矢ガモ」事件で考えたこと
常務理事平田寛重

本当のつきあい方が見えなくなってしまうのでは

ないか。

野鳥保護にかかわる人たちの努力によって、野

鳥と人々の距離が少しずつ縮まっているように感

じられるが、その裏には、溺愛するようなつきあ

い方を生んだり、その命を奪う事に喜びを見いだ

す人たちがいることも忘れてはならないことを示

す事件ではあった。

少し古くなってしまったが、久々のヒットを飛

ばした？「矢ガモ」事件を取り上げて、野生生物

とのかかわり方を考えてみよう。

そもそもこの矢ガモ事件は、東京都板橋区の石

神井川で、クロスボーの矢が背中からささったメ

スのオナガガモが付近の住民により発見され、93

年2月1日付け毎日新聞に掲載されたのが、こと

の始まりであった。その後、矢ガモは、大手町の

カルガモ騒動以来の大騒ぎとなり、12日に無事保

護され、矢が抜かれるまで、連日のニュースとし

てマスコミの話題を独占していた。これら一連の

報道は、正気の沙汰とは思えない、いろいろな意

味で過激な報道であった。

これは、一つには、矢が突き刺さったまま生き

て生活していることが、人々の感情を刺激したと

思われる。それが、マスコミの報道との相乗効果

により、騒ぎはエスカレートしていった。

このバカ騒ぎを聞きながら、全国で年間約70万

羽（90年度）ものカモが狩猟や有害烏駆除という

名目で正々堂々と殺されていく事実が、私の頭か

ら離れなかった。自然や野生生物に対する認識の

不足が、本当のことを見えにくくさせてしまって

いると思わざるを得なかった。

私たちは、教育にかかわる者として、節度ある

野生動物とのつきあい方を、感性と自然認識の両

面で育てていかなければならない。

感性は、自然の中で過ごす事により培ってい

き、自然の理解のためには、幼児の頃から、科学

の裏付けによるきちんとした野外生物学を普及さ

せていかなければ、いつまでも大人になれない人

間、本物を見失ってしまう人間を育てることに終

始してしまうのではないだろうか。

近年、マスコミの影響で、野鳥に関心を持つ人

たちが増えてきている。たいへん結構なことなの

だが、ブームというか、うわくだけの情報でその

気になってしまいがちの人が多いように思われ

る。

中には、野鳥を守ろうということで、1年中餌

を与え続ける人たちがいる。餌をやる事により、

確かに労せずして、窓越しに烏を間近で見る事は

できるが、それでは、野鳥たちの厳しい自然の中

での生活は見えてこない。野鳥を通して、自然を

見ることはできない。野鳥を見て、それで終わっ

てしまう。

野鳥をベットと同じように自分の言うがままに

させたいという思いがだんだん強くなっていき、

オオメダイチドリ

神奈川県秦野市立北小学校4年児童
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村の理科ことはじめ（16）

ツバメが自殺した

私が登校するのを待っていた伍作が駆け寄って

来て「先生、これみろおっ。」「何だツバメか、

どうして死んだんだ。」「それがよぉ、自殺した

んだぜ。」にはこっちもびっくりである。「え

えっ、そんなことあるのかよ・」「うそじゃあね

えぜ。」「そうか、そりやあ大事件だ。その時の

様子を1時間めの授業の時、皆にも聞かせてやろ

う。」と云いながら手を出しツバメの死体を受取

ると、首の骨が折れているらしく頭がぶらぶらし

ている。

職員打合せが終り、さきほど受取ったツバメの

死体を持って2Bの教室へと急ぐ。挨拶が終った

ところでさきほどのツバメ持ちあげて、「このツ

バメは伍作が言うには自殺したらしいんだ。」に

は、たちまち、「うそだ。」「烏が自殺すんのか

よ・」「伍作おめえが殺したんじゃあねえの

か。」等の発言がとび出す。すかさず、「お

らあ、ホオジロやスズメは殺したけんど、ツバメ

なんか殺さねえぞ。」と言い返したのは伍作であ

る。そこで、「そうだな、伍作は小河内村以来の

習‘償で冬にスズメやホオジロを捕ることはあって

も、春や夏には鳥採りはやらねえよな◎」と助け

舟を出す。伍作は、そうだと言わんばかりにうな

ずく。そこで、「で伍作、このツバメはどうやっ

て自殺したんだか、皆に話してやんな。」に立ち

上がり、「きのう（昨日）俺が八王子へ行っての

帰り、長沼駅前の通りを歩いていたら、平山の方

へ向って自転車を走らせてたおじさんの前の輪っ

かにツバメが飛びこんだのよ･そしたら半回転ぐ

らいして、そいつが地べたに落っこったまんま動

かなくなっちゃったんだ。」「おじさんはどうし

た。」「知られえふりして行っちゃったよぉ。」

「本当に知らなかったのかな。」「知ってても死

んだ物はしょうがねえと思って走ってったんだ

な。」「益鳥を殺したと思ってきまりがわるくて

行っちゃったんだかも。」は、村では物識りの忍

田である。

とかく質問<せのある祐二が、「そのツバメは

本当に自殺したのかなあ。」と頭をかたむける。

「先生どうなんだ。」とほこ先をこっちに向けて

きたのは、少しばかりこうるさい塚本である。

「そうよなあ、本当のところは…」で話を止めて

皆を見まわすと、ひょうきんな中西が「烏に聞い

－21‐

副会長金井郁夫

てみなくちやあ判らねえ。」とやる。皆思わず

（にが）笑いだしてしまった。「事実はその通り

なんだが、このツバメはなぜスポークにからまる

ほど低く飛んだのかなあ。」と問いかける。「そ

りゃあきのう天気が悪かったせいじゃねえの、う

ちの死んだおじいさんがよく言ってたぜえ、ツバ

メが低く飛ぶとやがて雨が降るから田んぼに水が

入れられる、てなあ。」「あつそうか、そう言え

ば田代んちのおじいさんは去年なくなったんだつ

けなあ。年寄りの智恵ってのはこのことなん

だ。」すかさず塚本が、「天気が悪くなるとツバ

メはなんで低くとぶのかな。」には、「それは餌

の問題だと思うよ。雨の降る前、空中の水分が多

くなると虫たちの羽がしめって重くなり、高い所

をスイスイと飛べなくなり、低いあたりをヨタヨ

タと飛んでるからツバメも低く飛ぶ。そこでうっ

かりしてそそっかしいツバメがスポークに巻きこ

まれたんだろうな。」と結ぶ。

「それはそうとして、ツバメの餌はどんな虫な

んだ。まさかカミキリやカプトは食えめえ、コガ

ネムシもむりかなあ。」と忍田がつぶやき、しば

らくは沈黙が続く。そこで、「これは大事なこと

だな。誰か知ってる者、あるいは気が付いた人は

いれえか。」には中西がおずおずと、「そう言え

ばうちの軒下にあるツバメの巣の下に死んだトン

ボが落ちてたことあったなあ。あれは親が持って

きた餌を子が受けそこなったんだなあ。」「あん

なでけえ物もツバメの子は食えんかなあ。」と祐
二は頭をかたむける。再び中西、「トンボは3匹

いたからたぶんまちげえねえと思うよ。」そこ

で、「おい忠、おめえんとこのツバメはその時ど

のくらいに育ってた。」「下から見ると親と同じ

くらいにでかくて、餌を持って親が来た時、5匹

がせり出すと巣からこぼれそうになってたぞ。」
「そうか、するとかえってから17～18日になって

んなあ。じゃあトンボぐらいの虫も食うかもしれ

ねえなあ°」「とすりやあ、かえったばかりの子

はそれなりに小せえ虫を食うんだくな。」と塚本

発言。「これはおもしろいテーマになりそうだ。

皆これからツバメの巣を見たら下に虫が落ちて

ねえかよく見て、もしあったら拾ってきてくれ。

しばらくはツバメの餌しらべをやるからな･」で

ツバメ談は終りとする。
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蕊蕊祝細谷副会長連盟総裁賞を受賞蕊蕊

本年度の“第47回愛鳥週間・全国野鳥保護のつ

どい”は、去る5月9日、新緑の映える京都府丹

波市の自然運動公園で挙行されたが、この席上

で、長らく本会の副会長としてご尽力を頂いてい

る細谷賢明先生には、最高の栄誉に輝やく財団法

人・日本鳥類保護連盟総裁賞を、総裁常陸宮殿下

より親しく授与されました。誠に芽出たく心から

お祝いを申し上げます。

細谷先生は鳥取県気高郡気高町のご出身で、幼

少の頃より自然に親しみ、理科学習特に野生生物

に対して格別の興味と関心を示されました。

昭和22年に中学校教諭となって以来、勤務校に

野鳥クラブや生物クラブを設立し、生徒に対し

て、身近な野鳥の観察調査や鳥獣保護についての

調査を継続させ、全日本科学研究発表大会や、全

国鳥獣保護実績発表大会などにその成果を発表

し、各種の賞を受けてこられました。

昭和55年からは、山階鳥類研究所の標識調査協

物語顛莞お諮諭営笹
前号の特別付録「身近な野鳥」の販売を始めま

した。

価格は、1部150円（〒料込）です。発送の都合

上、10部単位で承っています。

早速、東京都世田谷区水とみどりの課様をはじ

めとして、会員の方々からも大量にご注文をいた

だいております。授業の教材として、また、地域

でのバードウオッチングの指導の際に、どうぞご

利用ください。

詳しくは、事務局（増田）までお問い合わせく

ださい。

編集後記
長らくお待たせしてしまいましたが、ようやく

43号の発行にこぎつけました。

本号は、全国各地で愛鳥教育に活躍してくだ

さっている方々に、その実践の様子を報告してい

ただいたものです。
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会長江袋島吉

力員及び日本鳥類保護連盟の専門委員として、鳥

類の研究・保護に専念されました。

また、昭和55年に発足した全国愛鳥教育研究会

には、設立当初より副会長として、現在までの13

年間、全国の愛鳥モデル校を拠点に、学校教育に

おける愛鳥思想、野鳥保護活動の啓発推進に尽力

されました。

その間、愛鳥教育国際交流会議に積極的に参加

され、昭和62年には中国の江蘇省、昭和63年には

ネパール視察団の一員として活躍、多大の成果を

挙げられました。

平成4年5月には、県内の有志と共に“日本野

鳥の会鳥取支部”を結成し、野鳥の愛護・自然保

護の諸活動を展開され、今日に至っています。

以上が先生の賞詞の概要ですが、今後ともます

ますご健勝にてご活躍のほどを望んでやみませ

ん。

愛鳥教育の意義やその特性、具体的な実践の方
法、現在の愛鳥教育の抱える問題点などについ

て、様々な角度から、ご報告をいただきました。

ありがとうございました。（杉田）

愛鳥教育No.43
平成5(1993)年7月31日

発行人
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住所

電話

FAX
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全国愛鳥教育研究会

〒162東京都新宿区弁天町1番地
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（財）日本鳥類保護連盟内
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3，000円
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愛鳥クイズ

【前回の解答:I

1．スズメの体重は、500円玉より、軽いか、重いか？

A.重い

解説:i羽のスズメの重さは、だいたい25グラム前後です◎5卯円玉は、1個6グラムぐらいです。

・あなたも、死体を見つけたら、測ってみましょう。

2．ホオジロの羽の数は、次のうちのどれでしょうか？

A③約3000枚

解説：ある人が、拾った死体の羽を数えたところ、2763枚だったそうです。

・あなたも、羽の抜け落ちていない新しい死体を拾ったら、一つ一つとって糊で画用紙などに貼り付けて

みましょう。

･拾った死体でも、烏のことを知るための大事な学習ができます。

参考文献：平塚博物館「野鳥入門」1989

【今回の問題】

仲間はずれをさがしましょう。4種の烏の中の1種が他の3種と何かが違っています。さあ、野外に出て‐

その違いを探してみましょう。

例：ハクセキレイ・ムクドリ・ヒヨドリ・キセキレイ

上記の4種では、ムクドリが仲間はずれです。理由は、飛び方の違いです。ヒヨドリとハクセキレイとキ

セキレイは波型に飛びますが、ムクドリは、直線的に飛ぶからです。

1．シジュウカラ・カワラヒワ・メジロ・スズメ（尾羽のかたちがポイント：

2．ホオジロ・ヒバリ・クロジ・カシラダカ（尾羽の色ががポイント〉

3．コゲラ・カッコウ・アオバズク・キジバト（足指の付き方がポイント｝

4．コサギ・アマサギ・アオサギ・ダイサギ（足指の色がポイント）
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